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中世の五ケ山

越
中
に
お
け
る
平
家

一
族
郎
党
の
支
配

れ
て
い
て
、
隔
絶
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

近
衛
天
皇
御
代

後
白
河
天
皇
御
代

高
倉
天
皇
御
代

安
徳
天
皇
御
代

も
考
え
ら
れ
る
。

歴
史
上
、
平
家
全
盛
の
こ
ろ
、
そ
の
一
族
郎
党
の
所
領
と
支
配
勢
力
は
、
全
国
三
十
余
か
所
に
ひ
ろ
が

り
、
平
家
方
の
武
士
が
各
地
に
土
着
し
て
い
た
（
疇
和
利
呼
認
『

9
。

首
巻
』
の
「
国
宰
の
」
の
章
に
よ
る
と
、
飛
騨
守
と
し
て
次
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
f
り
聾
認
麟
江
屯
語
』）。

久
安
年
中
（
―
-
四
五
＼
五
二
）

安
元
！
治
承
（
―
-
七
五
＼
八
一
）

寿
永
二
年
（
一
―
八
三
）

娯
高

こ
の
こ
と
か
ら
平
氏
の
滅
亡
後
、
飛
騨
に
い
た
平
家
一
族
の
一
部
が
世
を
は
ば
か
っ
て
五
箇
山
中
に
入
り
こ
み
、
世
を
忍
ん
だ
こ
と

か
な
り
古
い
こ
ろ
か
ら
、

五
箇
（
ヶ
）
山
と
飛
騨
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
文
書
記
録
に
よ
る
史
料
は
不
明
で
あ
る
が
、
越
中
へ
流
れ
出
る
庄
川
に
沿
っ
て
、
人
問
の
往
来
と
物
々
交
換
が
多
少
行
な
わ

越
中
に
お
い
て
も
、
平
安
末
期
の
こ
ろ
に
国
司
と
し
て
来
任
し
た
、
平
家
の
一
族
郎
党
の
名
が
次
の
よ
う

に
見
出
さ
れ
る
。

保
元
の
こ
ろ
（

―
-
五
六
＼
五
九）

大

夫

判

官

平

判

官

平

ひ

だ

『
斐
太
後
風
土
記

平
家
の
一
族
郎
党
の

飛
騨
・
越
中
支
配

景
家

乎

尿
則

平

時

景

口

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
へ
か
け
て
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乎安末期から鎌倉初期へかけて

（二）

の
地
名
、
行
者
が
斎
戒
沐
浴
し
た
山
田
温
泉
が
あ
る
。

護
持
さ
れ
て
い
る
。

五

ケ

山

中

の

山

岳

仏

教

久
安
三
年
（
―
-
四
七
）

乎
治
元
年
（
―
一
五
九
）

安
元
元
年
（
―
-
七
五
）

治
承
四
年
(
-
―
八
0

)

寿
永
二
年
（
一
―
八
三
）

本
朝
世
紀
三
十
二

続
本
朝
通
鑑

大
日
本
史
一
四
五

大
日
本
史
三
八
四

大
日
本
史
三
八
四

玉
葉
三
十
二

こ
れ
ら
の
人
々
の
往
時
の
因
縁
を
頼
っ
て
、
落
武
者
た
ち
の
中
に
は
越
中
五
箇
山
へ
隠
遁
土
着
し
た
者
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

八
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
深
山
幽
谷
の
五
箇
（
ケ
）
山
に
も
山
岳
仏
教
が
栄
え
た
。
こ
の
山
岳
仏

教
の
伝
播
は
、
五
箇
山
中
の
開
化
を
促
し
た
の
で
文
化
史
的
意
義
が
大
き
い
。

前
章
の
「
五
箇
山
の
修
験
道
の
山
々
」
に
、
人
形
山

・
金
剛
堂
山
・

天
頂
石
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

平
村
に
お
い
て
は
、
毎
年
六
月
、
人
形
山
の
山
開
き
を
行
な
い
、
青
壮
年

・
婦
人

・
小
中
学
生
が
登
拝
し
て
、
古
代
の
白
山
信
仰
が

金
剛
堂
山
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
婦
負
郡
山
田
村
に
は
、
古
い
登
拝
路
が
残
っ
て
お
り
、
行
者
の
宿
泊
基
地
の
「
宿
坊
」

南
朝
遺
臣
の
五
ケ
山
入
り

越

中

守

平

親

長

公

郷

補

任

玉

葉

越

中

守

平

業

家

越
中
前
司

越

中

守

平
盛
俊

越

中

守

平

教

盛

越
中
少
橡
平
維
基

国

司

平

経

盛

年

代

不

詳

山
愧
記

大

系

図

平
家
物
語
公
郷
補
任
丘
芸
正
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中世の五ヶ山

五南

ケ朝

山遺

入臣

りの

吉
野
朝
史
の
研
究

む
ね
な
が

戦
時
中
、
高
岡
市
の
極
楽
寺
に
「
越
中
宮
宗
良
親
王
奉
誤
会
」
が
結
成
さ
れ
て
、
当
時
の
皇
国
思
想
を
高

揚
の
た
め
に
、
吉
野
朝
時
代
の
越
中
の
史
跡
の
展
望

・
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
宗
良
親
王
の
五
箇
山
通
過
お
よ

び
潜
入
説

・
南
朝
追
臣
畑
一
族
そ
の
他
の
郎
党
の
遁
入
お
よ
び
南
朝
再
興
画
策
説
な
ど
、
五
箇
山
中
の
中
世
の
動
き
も
採
上
げ
ら
れ
た

昭
和
十
七
年
刊
「
越
）
。

（
中
吉
野
朝
勤
畠
史
」

而
し
て
昭
和
十
七
年
(
-
九
四
二
）
に
、
上
記
の
奉
誤
会
か
ら
「
越
中
吉
野
朝
勤
皇
史
」
が
刊
行
さ
れ
て
、
当
時
、
県
民
の
関
心
を

集
め
た
。
ま
た
、
上
梨
の
円
浄
寺
の
住
職
故
高
桑
敬
親
氏
は
「
五
箇
山
誌
」

野
朝
期
」
な
ど
、
数
多
く
の
南
北
朝
時
代
の
五
箇
山
に
関
し
て
の
執
箪
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
瑞
願
寺
の
後
方
の
天
皇
（
王
）
山
を
同

寺
で
は
、
南
朝
の
長
脱
天
皇
御
陵
と
し
て
口
承
し
て
い
る
。
す
べ
て
が
肯
定
さ
れ
て
い
な
い
が
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

ま
ず
、
高
桑
敬
親
執
節
の
『
五
箇
山
誌
』
の
第
五
章
「
吉
野
朝
方
飛
騨
国
司
姉
小
路
氏
勢
力
時
代
」
は
、

次
の
よ
う
に
書
き
起
こ
さ
れ
る
。

「
五
ヶ
山
の
文
化
は
、
吉
野
朝
武
士
の
入
籠
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、
五
ヶ
山
の
有
史
は
吉
野
朝
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
五
ヶ
山
の
住
民
は
、
多
分
こ

の
時
代
か
ら
の
落
人
の
末
葉
で
あ
る
。
追
蜃

・
和
紙
は
吉
野
朝
辿
臣
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
五
ヶ
山
へ
仏
教
が
入
っ
て
き
た
の
は
吉
野
朝
皇
子
、
天

『
五
箇
山
良
＂
凶
在
報
告
占
』
富

）。

台
座
主
宗
良
親
モ
に
よ
っ
て
で
あ
る
(

I

U

県教ff委且
会刊
、昭
三三

五
箇
山
の
有
史
と
旋
蚕
と
仏
教
伝
播
の
起
原
を
吉
野
朝
期
に
帰
す
る
説
は
、
か
な
り
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
の
五
箇
山
谷
の
集
落
形

成
は
同
期
に
整
っ
て
き
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
上
梨
白
山
宮
と
下
梨
地
主
神
社
の
所
蔵
木
像
の
鑑
定
、
あ
る
い
は
、
五

箇
山
中
各
村
の
社
寺

・
民
家
所
蔵
の
仏
像

・
金
属
器
具
な
ど
に

・
永
和
（
砂
碑
白
鱈
泣
）
・
応
永
（
臼
却
誌
i
)
な
ど
の
古
銘
が
あ
る
こ
と
に
よ

1

南
北
朝
内
乱
期
の
伝
承

「
平
村
史
南
朝
史
考
」

「
五
筒
山
史
」

「
五
箇
山
史
談
吉
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南朝遣臣の五ケ山入り

『
越
登
賀
三
州
）
。

（
志
』
故
墟
考

畑

時

能

の

末

裔

し
た
後
、
同
国
烏
羽
野
の
万
法
寺
に
逃
避
、

は
白
川
郷
へ
遁
入
。
つ
い
で
五
ヶ
山
に
潜
居
し
た
が
南
北
朝
合
一
後
、
大
鋸
屋
村
に
移
り
、
さ
ら
に
城
端
に
定
住
し
た
の
で
あ
っ
た

（
町
茫
噌
）
。
こ
の
関
係
に
よ
り
、
五
ヶ
山

・
大
鋸
屋
村
に
越
前
万
法
寺
の
棺
家
が
多
い
と
い
う
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

の
近
侍
海
野
喜
幸
で
、

高
桑
一
族
の
来
住

多
数
を
示
し
て
い
る
。

越
前
の
和
田
本
覚
寺

現
在
、
本
村
に
十
余
戸
、
上
平
村

ま
た
、
城
端
町
畑
家
の
系
譜
に
よ
る
と
、
南
朝
の
忠
臣
新
田
義
貞
の
家
来
で
四
天
王
と
呼
ば
れ
た
中
の
一

人
、
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
の
一
族
郎
党
は
、
延
元
三
年
（
ニ
―
―
―
―
＿
八
）

に
越
前
の
藤
島
の
戦
で
義
貞
が
戦
死

ま
も
な
く
脇
足
義
助
（
義
貞
の
弟
）
と
と
も
に
美
浪
の
根
尾
に
至
っ
た
が
敗
退
。
畑
一
族

現
在
は
石
川
県
小
松
市
に
あ
る
が
、
も
と
越
前
に
あ
っ
た
和
田
本
覚
寺
の
檀
家
も
、

が
、
南
朝
関
係
に
結
ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
高
桑
氏
の
著
述
に
よ
る
と
両
寺
の
開
祖
は
と
も
に
、
宗
良
親
王

五
ケ
山
中
の
南
朝
方
武
士
と
呼
応
し
合
い
、
永
正
年
中
(
-
五

0
四
S
ニ
―
)

肛
、
家
督
争
い
の
あ
お
り
に
て
、

人
形
山
に
祀
ら
れ
て

五
ヶ
山
地
方
に
多
い

に
越
前
の
大
名
朝
倉
家
の
内

五
ヶ
山
へ
逃
避
。
天
台
宗
か
ら
真
宗
に
転
向
し
た
と
い
う
。
因
み
に
明
治
五
年
の
五
ヶ
山
村
々
の
戸

籍
写
に
よ
る
と
、
小
松
本
箕
寺
の
根
家
と
し
て
村
数
は
二
二
、
戸
数
は
二
三
九
、
万
法
寺
の
棺
家
と
し
て
村
数
―
二
、
戸
数
―
―
二
と

か

げ

ゆ

ざ

え

も

ん

而
し
て
、
時
能
の
甥
の
大
夫
房
快
舜
の
弟
、
高
桑
勘
解
由
左
衛
門
快
直
が
五
ヶ
山
中
に
留
ま
り
、
南
朝
の

再
挙
を
図
り
、
上
平
村
漆
谷
の
山
上
に
城
を
築
い
た
が
、
南
北
朝
合
一
後
、
土
豪
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る

そ
の
後
、
文
亀
二
年
(
-
五

0
二
）
、
末
裔
の
高
桑
新
兵
衛
入
道
道
永
（
遠
俗
し
て
市
郎
右
衛
門
と
改
名
）
が
、

い
た
白
山
権
現
菊
理
媛
命
を
、
夢
の
お
告
げ
に
よ
っ
て
現
在
の
上
梨
の
地
に
遷
座
申
し
上
げ
て
、
白
山
宮
の
御
祭
神
と
し
た
と
も
伝
え

ら
れ
る
（
疇
認
四
竪
ぢ
）
。
さ
ら
に
、
同
社
に
後
醍
醐
天
皇
と
畑
時
能
の
御
孟
を
祀
っ
た
と
も
い
う
。

C

、

『

平

村

史

下

巻

』

六

五

二

直

1
古
Y
°

り
、
吉
野
朝
期
の
宗
教
文
化
の
流
入
を
う
か
ご
う
こ
と
力
で
き
る
（
文
逗
史
料
、
中
世
の
銘
文
参
照
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中世の五ヶ山

移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

天
皇
に
譲
位
さ
れ
て
、
多
年
の
南
北
朝
の
争
乱
が
終
結
し
た
。

南
北
両
朝
の
合

南
北
両
朝
の
和
平
を
提
議
し
た
。

に
七
戸
の
高
桑
姓
を
名
乗
る
家
が
あ
る
が
、
勘
解
由
左
衛
門
の
末
裔
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

畑
氏
の
郎
党
が
五
ヶ
山
へ
来
て
、
生
業
と
し
て
越
前
和
紙
製
法
を
伝
授
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

建
武
新
政
の
こ
ろ

当
時
（
ニ
―
―
三
四
＼
九
0

)

、

二
〇
か
国
の
一
部
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
隣
接
の
五
ヶ
山
の
地
に
も
姉
小
路
氏
の
勢
力
が
及
ん
で
き
て
、

し
か
し
、
両
朝
お
よ
び
そ
の
陣
営
に
お
い
て
、
互
い
に
分
裂
し
、
味
方
同
志
が
相
対
し
て
、
集
合
離
散
あ
る
い
は
一
―
-
‘

生
じ
た
。
姉
小
路
氏
は
、
南
朝
方
管
領
細
川
頼
之
と
結
ん
だ
が
そ
の
後
、
北
朝
方
の
斯
波
義
将
の
中
傷
に
よ
り
、
頼
之
は
期
波
氏
と
交

替
し
た
。
す
る
と
、
越
中
守
護
と
な
っ
た
義
将
が
永
和
四
年
（
ニ
ニ
七
八
）
四
月
二
十
四
日
、
姉
小
路
氏
を
攻
め
て
降
伏
さ
せ
た
。
こ

の
た
め
に
一
時
、
姉
小
路
氏
は
北
朝
方
に
従
属
し
た
。
そ
の
と
き
、
南
朝
方
の
越
中
守
設
で
あ
っ
た
、
頼
之
の
子
安
芸
太
郎
は
五
ヶ
山

に
い
た
が
、
斯
波
氏
の
一
族
の
、
能
登
の
吉
見
氏
に
攻
め
ら
れ
て
討
死
し
た
。

こ
の
前
後
、
管
領
斯
波
氏
は
、

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
人
は
、
明
徳
四
年
(
-
三
九
三
）

ロ
承
に
よ
る
と
、
南
朝
方
の
兇
刃
に
倒
れ
、
簑
巻
に
し
て
庄
川
に
投
入
さ
れ
た
と
も
い
う
。

か
く
し
て
、

五
ヶ
山
中
の
南
朝
軍
を
快
柔
宜
撫
す
る
た
め
に
、
本
願
寺
第
五
世
の
綽
如
上
人
を
越
中
に
派
述
し
た

四
月
二
十
四
日
、
謎
の
非
業
の
死
を
遂
げ
ら
れ
た
。

明
徳
―
―
―
年
(
-
三
九
二
）
、
足
利
稲
府
一
二
代
将
軍
義
満
が
、

南
朝
の
正
統
性
の
承
認
と
皇
位
の
両
統
迭
立
股
行
を
条
件
に
し
て
、
南
朝
の
後
亀
山
天
皇
が
北
朝
の
後
小
松

五
ヶ
山
中
に
待
機
し
て
い
た
南
朝
軍
は
、
そ
の
志
を
失
っ
て
、
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
永
住
、
あ
る
い
は
砺
波
平
野
部
へ

南
朝
方
の
追
臣
の
主
要
拠
点
の
一
に
な
っ
た
か
と
思
う
。

姉
小
路
家
綱
が
飛
騨
国
司
に
補
任
さ
れ
て
い
た
。

よ
っ
て
、

ロ
碑
に
よ
る
と
五
ヶ
山
の
和
紙
の
起
原
は
、

四
角
関
係
を

飛
騨
は
南
北
朝
の
所
領
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南朝追臣の五ヶ山入り

五宗

ケ良

山親

潜 王

入の

国

元

年

・

胚

応

三

年

（

ニ

ニ

四

0

)

高

桑

氏

は

『

李

花

渠

絡

を

と

っ

て

、

南

朝

政

権

の

復

興

を

図

ら

れ

た

。

越

中

御

仮

住

の

こ

ろ

の

作

詠

と

し

て

歌

渠

『

李

花

渠

』

が

あ

る

。

冬

の

巻

』

の

次

の

歌

を

採

り

上

げ

て

、

宗

良

親

王

の

五

ヶ

山

入

り

を

想

定

し

て

興に

西

赤

尾

の

角

聞

氏

が

居

た

丸

岡

城

に

滞

在

さ

れ

た

と

し

て

い

る

。

越宗

良

親

王

の
中

入

り

2
 

、
窃
桑
敬
親
氏
の
）
。

と

記

さ

れ

て

い

た

と

し

う

（

読

解

に

拠

る

ま

っ

て

新

し

い

居

館

を

構

え

て

居

住

し

た

の

で

あ

っ

た

。

ヶ

山

に

お

い

て

も

応

永

―

―

-

+

―

年

(

-

四

二

四

）

に

姉

小

路

氏

が

南

朝

方

の

砺

波

郡

費

船

山

城

主

石

黒

阻

行

と

共

に

、

宗

良

親

王

の

皇

子

手

良

親

王

と

そ

の

御

子

良

王

を

奉

じ

て

、

義

戦

を

起

こ

し

た

。

し

か

し

、

飛

騨

に

進

駐

し

て

い

た

、

室

町

幕

府

方

の

朝

倉

・

甲

斐

・

小

笠

原

諸

氏

に

攻

眠

さ

れ

て

敗

れ

た

。

石

黒

氏

は

両

親

王

を

奉

じ

て

、

尾

張

国

へ

逃

走

し

た

。

そ

の

後

、

直

行

は

尾

張

国

春

日

郡

山

田

庄

に

土

着

し

た

と

い

わ

れ

る

。

か

く

て

姉

小

路

氏

も

五

ヶ

山

の

南

朝

軍

も

皆

、

降

伏

し

て

し

ま

っ

た

。

こ

の

時

、

小

笠

原

氏

の

配

下

で

あ

っ

た

平

瀬

権

三

郎

・

嘉

会

坊

明

替

・

内

ヶ

島

季

氏

ら

も

五

ヶ

山

に

進

攻

し

て

き

た

が

、

応

永

三

十

四

年

以

来

平

瀬

氏

は

上

平

村

に

留

な

お

、

上

梨

の

白

山

宮

に

安

此

さ

れ

て

い

る

、

倍

形

木

像

後

頭

に

応

永

二

年

（

ニ

ニ

九

五

）

卯

月

の

銘

が

あ

る

。

現

在

、

こ

す

れ

て

消

え

か

け

て

い

る

が

、

以

前

に

は

、

砺

波

郡

致

船

の

城

主

石

黒

重

行

が

応

永

二

年

と

同

十

八

年

に

為

修

、

武

運

を

祈

願

し

て

寄

進

し

た

宗
良
親
王
の
南
朝
再
興
の
企
図

宗

良

親

王

は

、

興

国

三

・

康

永

元

年

(

-

三

四

二

）

の

春

、

越

後

の

寺

泊

か

ら

越

中

灘

浦

の

小

境

に

上

陸

。

さ

ら

に

名

古

（

奈

呉

）

浦

に

船

を

着

け

て

、

射

水

郡

に

同

五

年

ま

で

滞

在

。

各

地

の

南

朝

方

武

士

と

連

応

永

の

義

戦

の

た

め

、

南

朝

の

旧

臣

た

ち

は

再

興

迎

動

を

企

て

て

粥

起

し

た

。

「

浪

合

記

」

と

い

う

古

書

に

よ

る

と

当

五

然

る

に

、

義

満

が

当

初

の

合

一

条

件

を

守

ら

な

か

っ

た

た

め

、

後

亀

山

天

皇

は

吉

野

に

脱

出

さ

れ

た

。

こ
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而
し
て
、

3

南
北
朝
合
一
後
の
南
朝
遺
臣
た
ち

。
越
の
国
に
住
み
侍
り
し
頃
、
都
の
人
の
許
へ
申
し
逍
け
る

。
谷
ふ
か
く
住
み
侍
り
し
頃
、
さ
ら
に
雷
の
み
ふ
り
つ
み
て
月
日
の
行
方
も
｛
見
え
ず
侍
り
し
か
ば

「
谷
ふ
か
き
雪
の
埋
れ
木
ま
て
し
ば
し
あ
は
で
は
つ
べ
き
春
な
ら
な
く
に
」

こ
れ
ら
の
歌
に
、
多
少
は
五
ヶ
山
中
の
風
物
を
偲
べ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
史
料
文
書
に
て
史
実
を
た
し
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
親
王
は
、
興
国
五
年
二
月
、
越
中
を
去
っ
て
信
州
大
河
原
へ
赴
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

五
ケ
山
の
南
朝
遺
臣

在
の
五
箇
山
三
村
の
住
民
の
姓
を
挙
げ
て
例
示
し
て
い
る
（
叩
細
諜
邸
畔
』
這
帽
加
己
。

堵
地
区
の
篠
塚
姓
は
新
田
義
貞
の
臣
篠
塚
伊
賀
守
重
広
の
末
裔
。
下
梨
地
区
の
瑞
願
寺
な
ど
の
高
田
姓
は
、
元
は
内
島
氏
で
楠
正
季

の
末
孫
。
上
梨

・
上
平
村
下
島
な
ど
の
高
桑
姓
は
新
田
系
の
郎
党
。
そ
の
他
、

辺
•

藤
田

・

村
田
・
丹
保
•
田
中

・

村
上
•

藤
崎
・

光
田

・

赤
石
・

桜
井
・

花
山
・

荒
木

・

和
田
・

来
数
・

葛
・

川
合

・

酒
井
・

木
本

・
小
島

・
中
川
な
ど
を
南
朝
辿
臣
に
ゆ
か
り
あ
る
姓
氏
と
見
な
し
て
い
る
。

と
に
か
く
、
以
上
の
す
べ
て
が
南
朝
関
係
に
結
び
つ
く
と
は
い
い
切
れ
な
い
が
、
南
北
朝
時
代
の
落
人
の
五
箇
山
中
土
着
を
考
え
る

参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

畑
氏
一
族
郎
党
ら
の
ほ
か
に
、
数
多
く
の
南
朝
辿
臣
の
五
ヶ
山
入
り
と
土
着
に
つ
い
て
、
高
桑
氏
は
、
現

『
越
登
賀
一
二
州
志
』
に
載
っ
て
い
る
、
下
梨

・
漆
谷

・
新
屋

・
赤
尾
な
ど
の
古
城
跡
に
つ
い
て
、

が
い
い
つ
が
れ
て
い
る
が
、
南
朝
方
の
抵
抗
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
雷
つ
も
る
越
の
白
山
冬
深
し
夢
に
も
誰
か
思
ひ
お
こ
せ
む
」

五
筒
山
三
村
に
見
る
、
平
瀬

・

石
川
・

車
•

新
田
・

補

い
ろ
い
ろ
と
口
碑
伝
説
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つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

南
朝
方
の
武
将
、
新
田
義
貞
が
畔
認
』
（
ニ
―
―
―
―
―
八
）

年
に
、
越
前
国
藤
島
の
戦
に
て
討
死
後
、

五
ヶ
山
に
逃
れ
て
再
興
を
図
っ
た
。
そ
の
と
き
刀
鍛
冶
の
藤
島

・
宇
治
の
二
氏
が

同
道
し
て
来
り
、
刀
を
鍛
え
、
武
器
を
製
作
し
た
。
藤
島
は
山
崎
家
に
身
を
寄
せ

て
―
―
一
代
八
十
年
余
、
住
ん
で
い
た
。
そ
し
て
藤
島
は
鍛
冶
の
火
種
を
火
縄
に
よ
っ

て
持
ち
運
び
、
藤
島
流
鍛
工
の
火
を
守
っ
て
い
た
。
そ
の
火
種
が
今
も
護
持
さ
れ

そ
の
後
、
応
永
(
-
三
九
四
！
一
四
二
四
）

の
こ
ろ
、

五
ヶ
山
の
南
朝
軍
が
北

朝
軍
に
攻
め
ら
れ
て
大
敗
し
た
。
そ
の
と
き
、
藤
島
は
加
賀
の
国
の
松
任
に
逃
れ

た
が
、
子
孫
は
連
綿
と
し
て
在
住
、
庭
の

一
隅
に
刀
を
鍛
え
る
場
所
を
造
存
し

て
、
山
崎
家
同
様
に
こ
の
火
種
を
絶
や
さ
ず
に
守
っ
て
い
た
と
い
う
。
然
る
に
、

大
正
年
間
に
一
度
、
火
種
が
消
え
た
そ
う
で
、

は
る
ば
る
、
こ
の
梨
谷
の
山
崎
家

甚
三
郎
銘
の
刀
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。

こ
れ
が
、
建
武
の
昔
以
来
六
百
年
間
守
ら
れ
た
「
不
滅
の
火
」
と
し
て
口
承
し
て
お
り
、
そ
の
名
が
高
か
っ
た
。
な
お
現
在
山
崎
家

は
城
端
町
に
お
い
て
木
工
所
を
経
営
し
て
い
る
が
、
火
種
は
絶
え
る
こ
と
な
く
残
っ
て
い
る
。

因
み
に
、
藤
島
系
の
刀
鍛
冶
に
つ
い
て
は
、
加
賀
藩
編
纂
の
『
加
越
能
―
―
―
州
鍛
冶
系
図
』
と
『
松
任
町
史
』
に
、

へ
も
ら
い
火
に
来
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

山

崎

家

に

残

る

不

減

の

火

一
族
郎
党
が

刀
工
藤
島
友
重
に 梨谷甚三郎の不滅の火 城端町の甚三郎家にて〔昭和57年〕
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軍
を
求
め
て
、
白
川
に
引
返
し
て
、
嘉
念
坊
を
逆
製
し
た
。
明
教
は
敗
れ
て
自
刃
し
た
。

こ
の
と
き
、
明
教
の
一
子
明
心
の
乳
母
は
、

あ
っ
た
。
そ
よ
は
、
明
心
を
抱
い
て
林
の
中
の
草
む
ら
に
身
を
隠
し
て
い
た
が
、
問
道
を
伝
っ
て
椿
原
に
出
て
五
ヶ
山
の
赤
尾
へ
逃
れ

念内

坊島

と為

の氏

戦と

い嘉

し
か
し
、

朝

倉

勢

の

進

攻

じ
た
。
し
か
し
、
当
時
朝
倉
は
、
自
国
の
内
戦
に
忙
し
か
っ
た
の
で
、
飛
騨
白
川
の
内
ヶ
島

・
平
瀬

・
市
村

な
ど
、
旧
小
鮫
原
勢
を
指
抑
し
て
、
飛
騨
の
斯
波
氏

・
越
中
守
護
の
畠
山
氏
勢
を
攻
め
賂
た
せ
た
。
よ
っ
て
内
ヶ
島
為
氏
は
兵
を
進
め

て
奥
白
J
I
郷
を
征
服
し
て
庄
川
を
下
り
、
窃
正
五
年
(
-
四
六
四
）

雲
城
を
占
拠
し
て
修
築
し
た
。

つ
い
で
さ
ら
に
北
進
し
て
五
ヶ
山
に
せ
ま
り
、
斯
波
勢
の
残
党
を
掃
討
し
て
、

ヵ
庄
に
ま
で
侵
出
し
た
と
い
う
(

9

『江）。

一
時
は
平
野
部
の
川
上
の
里
ま
で
兵
を
進
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
決
定
的
な
征
覇
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
当
時
、

ヶ
山
諸
村
は
川
上
十
郷
内
に
属
し
、
福
光
城
主
石
黒
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
。

一
方
、
内
島
為
氏
の
勢
力
が
振
起
す
る
に
及
ぶ
や
、
白
川
郷
鳩
谷
の
嘉
念
坊
明
教
が
反
旗
を
ひ
る
が
え
し

て
、
内
島
氏
を
急
製
し
た
。
内
島
氏
は
辛
う
じ
て
危
難
を
逃
れ
て
、
勢
力
下
の
五
ヶ
山
に
来
り
、
や
が
て
援

つ
の
ぷ
ち
ぎ
よ
う
ぷ
ざ
え
も
ん

五
ヶ
山
新
屋
村
の
平
瀬
権
左
衛
門
の
妻
そ
よ
、
赤
尾
村
角
淵
刑
部
左
衛
門
浄
徳
の
娘
で

寛
正
二
年
(
-
四
六
一
）
、

将
軍
足
利
義
政
は
、

1

越
前
の

朝
倉
勢
の
五
ヶ

山
侵
入

国

浄
土
真
宗
の
ひ
ろ
ま
り
と
五
ケ
山

に
南
朝
追
臣
が
拠
っ
て
い
た
、
保
木
脇
の
南
朝
追
臣
の
拠
点
、
帰

つ
い
に
利
波
郡
川
上
三五

越
前
の
朝
倉
氏
に
飛
騨
お
よ
び
五
ヶ
山
へ
の
侵
攻
を
命
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た
。
父
浄
徳
は
二
人
を
連
れ
て
、
即
日
井
波
へ
脱
出
し
、
瑞
泉
寺
に
い
た
本
願
寺
門
主
八
世
蓮
如
上
人
に
救
助
を
乞
う
た
。
し
か
る
に

蓮
如
も
ま
た
危
険
を
感
じ
、
二
人
を
引
具
し
て
、
越
前
の
自
坊
、
吉
崎
御
坊
へ
遠
っ
た
が
、
朝
倉
氏
の
反
感
を
避
け
て
、
明
心
ら
三
人

を
越
前
の
永
泉
寺
に
預
け
て
自
ら
は
京
都
に
戻
っ
た
（
g
飼
嗣
鰈
這
呻
輝
i
崎
』
中
、
）
。

る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
年
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
因
っ
て
き
た
み
な
も
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
人
形
山
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
元
正
天
皇
の
祖
老
年
間
（
七
一
七

S
二
三
）
、
奈
良
時
代
に
、
白
山

・
医
王
山
を
開
山
さ

た
い
ち
ょ
う

れ
た
、
越
の
大
徳
泰
澄
大
師
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
原
始
的
自
然
崇
拝
か
ら
仏
教
天
台
宗
が
関
与
し
た
、
白
山
信
仰
の

山
で
あ
る
。
白
山
三
社
権
現
の
う
ち
、

上
梨
の
白
山
宮
に
平
安
末
期
の
製
作
と
い
わ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
の
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
金
剛
堂
山
は
、
文
武
天
皇
の
御
代
（
六
九
七
＼
七

0
七）

る
。
こ
の
山
も
原
始
的
山
岳
信
仰
と
仏
教
の
密
教
的
信
仰
と
習
合
し
た
孟
地
で
あ
る
。
而
し
て
小
角
の
登
踪
の
と
き
熊
が
道
案
内
し
た

と
い
う
口
承
か
ら
、
紀
州
（
和
歌
山
県
）
熊
野
三
山
の
熊
野
信
仰
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
天
台
宗
系
の
修
験
道
場
が
設
立
さ
れ

て
お
り
、
人
形
山
と
同
じ
く
、
天
台
浄
土
教
的
阿
弥
陀
信
仰
の
山
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
両
山
と
も
、
法
然
の
浄
土
宗
の
専
修
念
仏

・
親

鸞
浬
人
の
浄
土
真
宗
の
弥
陀
の
他
力
本
願
に
、
さ
ら
に
時
宗
の
一
遍
上
人
の
他
力
念
仏
に
通
ず
る
。

か
く
て
、

人
形
山
・
金
剛
堂
山
・

篠

塚

藤

之

進

2
 
五
ヶ
山
に
お
け
る
念
仏
信
仰
の
み
な
も
と

阿
弥
陀
仏
を
信
仰
し
、
念
仏
に
よ
っ
て
極
楽
に
往
生
す
る
仏
教
が
、

瑞
泉
寺
開
祖
の
綽
如
上
人
の
入
山
に
因
っ
た
と
さ
れ
、

五
箇
山
中
に
流
布
す
る
の
は
、
井
波

ま
た
、
赤
尾
の
道
宗
に
よ
っ
て
定
着
し
た
と
さ
れ

「
大
汝
」
峰
の
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
天
台
浄
土
教
的
阿
弥
陀
信
仰
の
山
で
あ
る
。

え
ん
の
お
ず
ぬ

の
飛
鳥
時
代
に
、
修
験
者
役
小
角
が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ

五
ヶ
山
中
に
お
い
て
は
、
す
で
に
汎
浄
土
的
念
仏
信
仰
が
普
及
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
上
平
村
新
屋
の
道
善
寺
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3
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。

布
に
力
め
た
。
以
来
、
天
台
宗
信
者
も
改
宗
し
て
、
年
毎
に
信
徒
の
数
が
増

巻
五
』
に
よ
る
と
、
永
正
元
年
(
-
五

0
四
）
開
基
の
照
蓮
寺
の
末
寺
と
し
て
次
の

0

)

 

同
郷
（
小
烏
郷
）
池
本
村
ニ
ア
リ
、
同
宗
照
蓮
寺
末
寺
、
開
基
始
祖
釈
西
唯
、
応
永
年
中
建
＞之
。
0
本
昨
裡
書
日
、
方
便
法
身
杓
形

ス

9

（

一

四

ニ

ー

）

谷
本
願
寺
釈
実
如
存
＞
判
、
応
永
廿
八
年
乙
未
四
月
廿
日
、
越
中
国
五
箇
山
下
梨
村

そ
の
後
八
十
三
年
を
経
て
、
永
正
元
年
に
、
西
唯
の
縁
者
、
西
順
が
池
本
村
に
来
て
道
場
を
開
い
た
。
こ
れ
を
甚
助
道
場
と
称
し
た

、

（
「寺伝
」『
飛騨）。

と

し

ぅ

編

年

史

変

』

い
と
し
て
い
る
。
と
に
か
く
綽
如
の
時
代
な
ら
ば
、

し
か
し
、
岐
阜
県
の
『
清
見
村
史
』
に
よ
る
と
、
実
如
は
綽
如
で
あ
り
、
応
永
二
十
八
年
は
辛
丑
で
乙
未
で
な

赤
尾
道
宗
の
真
宗
布
教

西
正
寺

飛

騨

国

西

正

寺

の

発

祥

地

下

梨

記
事
が
あ
る
。

五
ヶ
山
へ
の
浄
土
真
宗
の
流
布
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

『
飛
州
志

入
れ
る
素
地
が
か
な
り
で
き
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
道
宗
の
布
数
活
動
以
前
に
、
す
で
に
浄
土
真
宗
の
念
仏
信
仰
を
受

加
し
て
い
っ
た
と
い
う
口
碑
が
あ
る
。

本
願
寺
九
世
実
如
上
人
の
教
化
を
受
け
て
入
信
し
、

五
ヶ
山
中
の
真
宗
の
弘

J
の
ほ
か
、

永
正
六
年
(
-
五

0
九）、

上
平
村
格
の
篠
塚
藤
之
進
が
、

の
前
身
、
越
前
本
覚
寺
下
の
平
瀬
道
場
に
、
阿
弥
陀
如
来
を
本
地
と
す
る
、

熊
野
権
現
の
形
跡
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
紐
ユ
呻
謬
茫
』）。

願
主
西
唯

大
篠塚藤之進の碑 上平村椿に建つ
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し
て
、
道
宗
の
臥
像
と
こ
の
言
葉
を
刻
ん
で
追
し
て
い
る
。

て
、
切
々
と
心
を
う
っ
て
止
ま
な
い
。
と
く
に
、

ま
た
、

な
み
」
に
は
京
都
山
科
の
本
願
寺
へ
詣
っ
た
と
い
う
。

道

宗

の

行

状

近
か
に
接
し
て
、
大
信
心
を
得
て
愛
弟
子
と
な
り
、
道
宗
と
名
乗
っ
た
。

衛
を
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
。
叔
父
浄
徳
の
話
に
従
っ
て
、
九
月
初
め
ご
ろ
親
の
似
顔
を
求
め
て
、

筑
紫
国
の
五
百
羅
嘆
参
詣
に
旅
立

っ
た
。
幾
山
河
を
越
え
て
、
越
前
の
麻
生
津
に
羊
m
い
て
宿
泊
。
若
狭
の
小
浜
ま
で
船
で
渡
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
夜
の
夢
に

一
人
の
僧
が

現
わ
れ
て
、
筑
紫
へ
出
か
け
る
よ
り
も
、
当
国
の
吉
崎
追
場
へ
赴
い
て
、
本
願
寺
の
門
主
蓮
如
上
人
に
真
宗
教
化
を
い
た
だ
い
た
方
が

よ
か
ろ
う
と
告
げ
ら
れ
た
。
よ
っ
て
上
人
に
帰
依
し
て
信
心
を
い
た
だ
こ
う
と
し
て
、
上
洛
し
た
弥
ヒ
は
本
願
寺
に
日
参
。
上
人
の
身

そ
の
後
、
郷
里
の
五
ヶ
山
に
帰
り
、
道
場
（
の
ち
行
徳
寺
）
を
設
け
て
そ
こ
を
拠
点
と
し
、

布
教
に
精
力
的
な
活
動
を
続
け
た
。
そ
し
て
五
ヶ
山
中
全
村
挙
げ
て
門
徒
化
せ
し
め
た
。

『
蓮
如
上
人
行
実
』
に
、
道
宗
の
篤
信
を
語
る
逸
話
が
書
き
と
め
て
あ
る
。

道
宗
は
「
一
日
の
た
し
な
み
」
に
は
自
家
の
御
内
仏
に
、

「
一
月
の
た
し
な
み
」
に
は
井
波
の
瑞
泉
寺
に
、

「
一
年
の
た
し

ま
こ
と
に
畏
仰
す
べ
き
行
状
で
あ
っ
た
（
謡
韓
野
」）。

「
道
宗
覚
書
二
十
一
ケ
条
」
は
、
道
宗
自
ら
の
心
を
内
省
し
改
悔
し
た
文
章
で
、
蓮
如
上
人
の
御
心
を
体
得
し
た
も
の
と
し

「
ご
し
よ
う
の
一
大
事
、
い
の
ち
の
あ
る
か
ぎ
り
、
ゆ
だ
ん
あ
る
ま
じ
き
事
」

は
ん

の
言
葉
は
不
滅
の
金
言
で
あ
る
。
世
界
的
に
名
高
い
板
画
家
棟
方
志
功
は
度
々
行
徳
寺
を
訪
れ
て
、
道
宗
の
人
柄
と
信
念
に
深
く
感
動

入生

信い

•立

布ち

教と

文
明
七
年
(
-
四
七
五
）
、
平
瀬

権
左
衛
門
の
追
児
弥
七
（
道
宗
の
俗
名
）
は
、
ま
だ
十
三
歳
の
少
年
で
あ

っ
た
。
母
そ
よ
と
嘉
念
坊
明
心
の
行

道
宗
の
伝
記

・
行
状
に
つ
い
て
は
、

不
退
不
動
の
念
を
も
っ

て
浄
土
真
宗
の

か
な
り
伝
説
的
な
事
柄
が
多
い
。
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層
の
人
々
が
多
く
参
加
し
た
団
体
と
し
て
、
強
力
に
活
動
し
た
。

五

ケ

山

十

日

講

の

成

立

に
行
徳
寺
が
創
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

板両「赤尾の道宗」 棟方志功刀

な
お
、
こ
れ
よ
り
先
、

俊
が
建
長
五
年
（
―
二
五
三
）

在
、
寺
尾
）

怠

『
嘉
念
坊
苔
）。

俊
上
人
と
追
場
』

は
と
が
や

五
ヶ
山
に
近
い
白
川
郷
鳩
谷
村
に
、
親
鸞
聖
人
の
弟
子
善

に
飛
騨
に
入
り
、
同
七
年
に
鳩
谷
の
寺
ケ
野
（
現

に
道
場
を
創
建
、
嘉
念
坊
の
名
を
賜
っ
て
布
教
を
始
め
、
信
徒
を
広
げ

た
。
そ
の
後
浄
土
真
宗
教
線
は
五
箇
山
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
呻
紅
諜
認

道
宗
の
布
教
活
動
以
来
、

五
ヶ
山
に
朝
倉
氏

・
本
願
寺

家
臣
だ
っ
た
高
桑
一
派
は
、
政
治
的
に
主
家
の
勢
力
の
進
出
を
図
り
、
追
宗
は
本
願

寺
勢
力
の
伸
張
に
力
め
よ
う
と
し
た
。
高
桑
一
派
は
上
梨
白
山
宮
を
復
興
し
て
天
台

宗
の
振
興
を
図
ろ
う
と
し
、
道
宗
は
蓮
如
の
教
え
を
奉
じ
て
、
浄
信
浄
行
の
妙
好
人

も
た
ら

と
し
て
五
ヶ
山
全
域
の
真
宗
門
徒
化
に
献
身
。
今
日
の
真
宗
繁
栄
を
府
し
た
。

永
正
十
年
(
-
五
一

三
）
に
、
道
宗
の
道
場
は
寺
号
を
認
め
ら
れ
て
、
赤
尾
の
里

さ
ら
に
五
ケ
山
中
の
村
々
に
、
井
波
瑞
泉
寺
・
伏
木
勝
卵
寺

・
加
質
国
小
松
本
覚
寺

・
越
前
国
鳥
羽
万
法

寺
な
ど
、
北
国
の
有
力
寺
院
の
信
徒
組
織
が
結
束
し
、
両
国
の
あ
ち
こ
ち
に
道
場
が
出
来
た
。

ま
た
、
農
民
に
よ
っ
て
講
が
結
成
さ
れ
た
。
五
ケ
山
に
お
い
て
は
惣
組
織
と
し
て
の
農
民
講
の
十
日
講
が
発
足
、
各
集
落
の
支
配
者

上
平
村
細
島
の
生
田
家
・
平
村
下
梨
の
瑞
願
寺
な
ど
に
、
そ
の
講
関
係
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
家
系
の
由
緒
を
知
り
、
中
世
五
ヶ
山

越

前

朝

倉

氏

と

本

願

寺

の

対

立

両
者
の
支
配
力
が
対
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朝
倉
氏
の
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五

ケ

山

の

保

名

と

「惣」

の

成

立

く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

記
さ
れ
た
文
字
と
さ
れ
て
い
た
。

の
社
会
構
成
を
物
語
る
好
史
料
と
し
て
、
重
要
文
害
で
あ
る
（
笠
呵
恥
冠
鯰
笠
）
。

五
ケ
山
の
地
名
初
出

4

地
名

「
五
ヶ
山
」

「
五
ヶ
山
谷
」

「
五
ヶ
山
」
と
い
う
地
名
が
文
書
に
初
見
す
る
の
は
、
従
来
、
上
平
村
細
島
生
田
家
蔵
「
方
便
法
身
仏

像
」
の
裏
書
に
実
如
が
署
名
し
た
年
月
「
永
正
十
五
年
(
-
五
一
八
）

五
月
」
と
「
五
ヶ
山
荒
山
村
」
と
銘

し
か
る
に
、
最
近
、
利
賀
村
旧
住
高
田
彦
三
郎
家
蔵
「
方
便
法
身
仏
像
」
の
裏
書
に
、
実
如
の
署
名
、

十
二
月
」
と
「
五
ヶ
山
之
内
」
の
文
字
の
銘
記
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
前
記
文
字
よ
り
さ
ら
に
五
年
前
に
さ
か
の
ぽ
る
と
考
え
ら
れ
る

（『
平
村
史
下
巻
』
六
五一ー
一頁
Y
°

史
一

O
・史
―一

参
照

つ
ぎ
に
、
本
願
寺
十
代
証
如
上
人
の
記
録
さ
れ
た
『
天
文
日
記
』
に
、
天
文
五
年
(
-
五
三
六
）

門
徒
中
か
ら
差
出
し
た
、
本
願
寺
へ
の
志
納
の
事
が
載
っ
て
お
り
、

ほ
か
に
、
村
落
名
と
し
て
、

「
永
正
十
年
(
-
五
ニ
―-)

の
七
月
、

八
月
の
条
に
、

五
ヶ
山

五
ヶ
山
の
名
が
公
称
さ
れ
て
お
り
、
当
時
、
村
名
が
か
な
り
ひ
ろ

五
ヶ
山
中
の
地
名
の
初
見
は
、
上
梨
白
山
宮
の
棟
札
の
「
文
亀
二
年
戊
壬
」

（
一
五

0
二
）
と
「
越
中
国
利
波
郡
坂
本
保
内
上
梨
村
」
の
文
字
で
あ
る
（
芸
式
野
認
『
）
。

而
し
て
こ
の
保
名
は
、
中
世
的
な
、
官
物
や
正
税
な
ど
を
負
担
す
る
中
央
官
庁
領

・
国
衡
領
と
し
て
行
政
単
位
で
は
な
く
、
別
符
名

と
考
え
ら
れ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
年
貢
徴
収
の
単
位
と
し
て
の
、
在
地
領
主
の
開
発
勧
農
地
域
で
、
領
主
名
が
付
け
ら

、

『
店
山
県
史
』
通
史
編
I

l

)

。

れ
た
の
で
な
か
ろ
う
ヵ
（
第
一
章
第
二
節
荘
園
の
様
相

と
に
か
く
、
南
北
朝
時
代
以
来
、
各
地
に
戦
乱
が
あ
っ
て
、
敗
残
兵
た
ち
が
奥
山
里
に
遁
げ
こ
み
、
山
村
の
人
々
に
は
な
か
な
か
物

の
初
見
と

の
成
立
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こ。
キ
ー

僧形八幡神像背面刻銘

永和4年4月24日

白山宮木像後頭銘

応永2年卯月 8日
（村史編纂室．赤外緑撮）

九
五
） 利
賀
南
大
豆
谷
の
八
幡
社
の
仏
像
背
銘
は
永
和
四
年
（
天
授
四
年

ニ
ニ
七
八
）
、

で
あ
る
（
鰐
土
噂
証
踪
呼
）
。
利
奴
村
百
瀬
谷
の
大
野
家
（
虹
嗜
）
所
蔵
の
鎧

．
兜
に
応
永
三
十
一
年
(
-
四
二
四
）

古

銘

に

見

る

像

・
武
具
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。さ

ら
に
、

の
銘
が
あ
っ

上
梨
白
山
宮
の
仏
像
後
頭
銘
は
応
永
二
年
（

騒
な
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
支
配
者
た
ち
の
年
貢
取
立
て
や
物
資
徴
発
が
苛
酷
に
な
り
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
、
結
束
が

必
要
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
生
活
物
咬
も
一
村
の
み
で
は
自
給
自
足
で
き
な
い
た
め
に
「
惣
」
を
組
織
し
て
相
互
扶
助
の
団
結
行
動

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
単
に
五
箇
山
中
に
見
ら
れ
る
成
行
き
で
は
な
か
っ
た
が
、
人
間
の
社
会
の
生
活
の
生
存
に
は
自
然
の
動
向
と
し

て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
「
五
ヶ
山
谷
」
の
成
立
の
糸
口
を
求
め
た
い
。

五
ヶ
山
の
中
世
関
係
辿
物
と
し
て
、
鎌
倉

・
南
北
朝

・
室
町
の
諸
期
の
年
号
の
古
銘
の
あ
る
仏
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た
。
伝
え
聞
い
た
百
姓
た
ち
は
、
鎌
を
持
っ
て
馳
せ
参
じ
た
。

の
先
祖
と
い
い
伝
え
る
。

5
 

こ
の
ほ
か
、
前
記
白
山
宮
の
木
像
類
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
中
期
の
約
二

0
0年
間
の
製
作
、
下
梨
の
地
主
神
社
の
狗
犬
と
木
像

は
南
北
朝
期
の
作
と
、
文
部
省
の
技
官

・
嘱
託
に
よ
っ
て
調
査
鑑
定
さ
れ
て
い
る
。

本
願
寺
の
五
ヶ
山
支
配

本
願
寺
勢
力
の
伸
張

武
士
勢
力
の

終

末

赤
尾
道
宗
は
戦
国
争
乱
の
中
に
あ
っ
て
も
政
治
的
野
心
に
立
つ
こ
と
な
く
、

ひ
た
す
ら
に
師
と
仰
ぐ
蓮
如

上
人
の
教
え
を
奉
じ
て
、
浄
心
浄
行
の
妙
好
人
と
し
て
超
人
的
に
活
動
。
五
箇
山
全
域
の
真
宗
布
教
に
全
力

を
挙
げ
た
。
而
し
て
道
宗
の
行
動
は
自
ら
政
治
的
勢
力
と
な
っ
て
、
本
願
寺
支
配
の
道
を
開
い
た
。

「
実
悟
記
」
に
よ
る
と
、
道
宗
は
永
正
十
三
年
(
-
五
一
六
）

に
入
寂
し
、
そ
の
後
五
ヶ
山
の
宗
教
と
政
治
の
中
心
は
、
井
波
瑞
泉

寺
の
下
寺
、
下
梨
の
瑞
願
寺
の
修
理
亮
乗
賓
の
方
に
移
っ
た
。
こ
の
人
は
、

五
ヶ
山
近
世
史
の
初
頭
に
名
を
顕
わ
し
た
、
下
梨
村
市
助

文
明
十
三
年
(
-
四
八
一
）
二
月
十
八
日
、
砺
波
郡
福
光
城
主
石
黒
光
義
は
、
予
て
か
ら
加
賀
の
富
樫
政

親
か
ら
依
頼
さ
れ
た
砺
波
地
方
の
真
宗
門
徒
勢
の
駆
遂
を
実
行
す
る
こ
と
に
し
て
、
井
波
の
瑞
泉
寺
を
焼
亡

す
る
た
め
に
進
発
し
た
。
こ
の
企
て
を
内
聞
し
た
瑞
泉
寺
で
は
早
速
、
近
郷
近
在
、
郡
内
、
隣
郡
の
寺
院

・
信
徒
に
危
機
を
触
れ
出
し

五
ヶ
山
勢
三
百
余
人
、
近
在
百
姓
二
千
余
人
、
婦
負
郡
山
田
谷
又
は
般
若
野
郷
の
百
姓
千
五
百
人
そ
の
他
数
多
か
っ
た
。
そ
し
て
石

黒
軍
勢
は
医
王
山
の
天
台
宗
僧
徒
を
合
わ
せ
て
千
六
百
余
人
が
、
井
波
か
ら
西
一
里
（
四
ば
己
）

の
山
田
川
で
対
峙
し
た
。

し
か
る
に
、
加
賀
の
医
王
山
西
山
麓
の
湯
涌
谷
の
信
徒
二
千
余
人
が
二
手
に
分
か
れ
て
、
千
人
は
医
王
山
四
十
八
か
寺
へ
、
千
余
人

は
福
光
城
下
へ
押
寄
せ
て
、
両
所
を
焼
払
っ
た
。
背
後
か
ら
不
意
打
ち
さ
れ
た
石
黒
勢
は
戦
意
を
失
っ
て
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。
城
主
石
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任
命
し
て
、
志
納
体
制
を
採
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

綿
と
あ
る
の
は
真
綿
（
絹
綿
、

そ
の
後
、

黒
光
義
は
家
来
三
十
五
人
を
率
い
て
、
安
居
寺
へ
逃
げ
の
び
て
、
そ
こ
で
自
刃
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
石
黒
氏
は
滅
亡
し
、
砺
波

郡
は
小
矢
部
川
の
東
岸
一
帯
は
瑞
泉
寺
領
と
な
り
、
西
岸
は
本
願
寺
の
支
配
下
に
入

っ
た
（
吐
謳
四
麟
f
)
。

五
箇
山
地
方
は
、
毎
年
欠
か
さ
ず
、
糸

・
真
綿
を
本
願
寺
へ
納
入
し
た
。
下
梨
の
瑞
願
寺
蔵
文

害
の
、
本
願
寺
十
代
証
如
上
人
の
書
状
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
写
知
鰭
誼
踪
）
。

こ
こ
も
と

又
妥
許
無
事
之
儀
に
つ
け
て
、
弐
百
疋
の
ほ
せ
ら
れ
候
滅
用
の
お
り
ふ
し
、
一
入
喜
入
候

従
五
ヶ
山
1

、
毎
年
報
恩
講
の
こ
こ
ろ
さ
し
、
当
年
分
糸
十
把

・
綿
十
把
た
し
か
に
詰
取
候
、
志
難
＞
有
こ
そ
候
へ
、
皆
々
法
儀
の
た
し
な
み
可
＞
為
ニ

も
っ
た
い

肝
要
底
べ
老
少
不
定
の
な
ら
ひ
に
て
候
問
、
油
断
候
て
ハ
無
二
勿
体
ー
候
、
一
時
も
早
々
、
侶
心
決
定
候
二
、
つ
ね
に
報
恩
の
念
仏
申
さ
れ
候

ヘ
く
候
あ
な
か
し
こ
あ
な
か
し
こ

（
天
文
五
年
）

八
月
十
一
日

越
中
国
五
ヶ
山
門
徒
中
へ

な
お
、
こ
の
志
納
に
つ
い
て
は
『
証
如
上
人
日
記
』
の
天
文
五
年
七
月
、

把
也
、
綿
十
一
把
也
（
後
略
）

天
文
年
問
(
-
五
三
ニ
ー
）

本
願
寺
へ
の
志
納
と

十
日
講
文
書

八
月
の
条
に
も
記
さ
れ
て
い
る
（
下
揺
‘
知
芸
翻
麟
）
。
た
だ
し

つ
り
綿
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
『
証
如
上
人
日
記
』
の
天
文
六
年
十
二
月
の
条
に
見
ら
れ

る
（
混
恥
）
C

七
日
、
自
越
中
五
ヶ
山
、
去
月
廿
一
日
二
、
毎
年
来
候
灯
明
料
、
糸
弐
把
、
又
糸
十
把
、
綿
十
把
、
自
講
中
糸
弐
把
、
綿
壱
把
来
候
、
以
上
糸
十
四

し
か
し
、
本
願
寺
の
勢
力
は
、
迎
如
上
人
が
砺
波
地
方
農
民
へ
布
教
の
た
め
に
井
波
瑞
泉
寺
へ
往
迎
し
た
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
五
ケ

山
地
方
に
ま
で
及
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
村
落
内
の
門
徒
の
有
力
者
を
村
の
世
話
に
当
た
ら
せ
、
さ
ら
に
道
場
の
坊
守
に

の
初
め
ご
ろ
、

五
ヶ
山
の
村
々
の
門
徒
を
統
轄
す
る
惣
中
組
織
が
結
成
さ
れ
て
、
十
日
講
と
呼
ば
れ
て

証
如

花
押
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朝
倉
一
族
の
内
乱

6
 

書
と
い
え
る
。

い
た
。
し
か
る
に
、
末
年
ご
ろ
に
至
り
、
井
波
瑞
泉
寺
の
政
略
的
動
静
を
受
け
い
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
懇
志
を
怠
納
し
た
た
め
、
本
願

寺
別
院
の
金
沢
御
坊
か
ら
、
厳
し
い
叱
り
を
う
け
た
。
さ
っ
そ
く
世
話
役
の
有
力
門
徒
た
ち
が
定
納
の
怠
慢
を
認
め
て
、

署
名
連
判
状
を
出
し
て
、
今
後
の
股
行
を
抒
約
し
た
。

現
在
、
上
平
村
細
島
の
生
田
家
に
そ
の
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
梨
の
瑞
願
寺
に
も
そ
の
写
本
が
残
っ
て
い
る
。

前
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
如
讐
認
叩
）
。

申
定
候
条
々

十
日
講
依
＞
致
二
如
在
＿
御
坊
様
曲
事
之
由

浄
宗
可
＞
被
―
―
申
上
＿
之
事

一
京
都
へ
毎
年
進
上
仕
候
御
志
之
糸
綿
之
儀
致
二
如
在
西
回
敷
之
事

一
御
公
用
不
沙
汰
之
儀
曲
事
之
旨
被
二
仰
出
＿
候
尤
存
候
於
ー
ー
向
後
＿
者

右
条
々
於
半
旦
此
旨
＿
者
略
可
＞
致
二
成
敗
＿
候
偲
定
所
如
＞
件

連
判
人
の
名
の
中
に
、
武
士
の
姓
氏
と
み
る
べ
き
も
の
、
村
落
名
を
姓
氏
と
し
た
も
の
な
ど
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
修
理
亮
乗
衰
は

下
梨
瑞
願
寺
の
住
職
で
あ
り
、
図
害

•

藤
井
な
ど
は
い
ま
も
現
存
し
て
い
る
。
と
に
か
く
中
世
的
色
彩
が
濃
く
て
興
深
く
、
年
以
重
な
文

一
向
一

揆
の
こ
ろ

延
徳
(
-
四
八
九

S
九
二
）

国
に
遠
さ
け
、
庶
子
教
景
（
敏
最
）

被
仰
出
候

尤
照
入
存
候

の
こ
ろ
よ
り
、

於
両
後
奢

如
在
仕
問
敷
之
事

八
十
六
名
の

五
ヶ
山
地
方
に
は
越
前
の
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
武
士
た
ち
の

勢
力
が
及
ん
だ
と
い
う
。
の
り
か
げ

然
る
と
こ
ろ
、
朝
倉
氏
に
内
紛
が
起
こ
っ
た
。
教
景
（
越
前
守
護
孝
景
の
子
、
名
は
小
太
郎
）

は
長
子
の
元
娯
を
う
と
ん
じ
て
近
江

に
家
督
を
継
が
せ
よ
う
と
し
た
。
時
に
元
景
が
一

向

一
揆
に
加
坦
し
た
の
で
、
反
本
願
寺
党
の
教

此
人
数
致
1

如
在
一
問
敷
候
若
無
沙
汰
仕
候
者
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娯
は
、
越
前
の
和
田
本
覚
寺

・
超
勝
寺

・
烏
羽
万
法
寺
な
ど
を
加
賀
そ
の
他
の
国
外
へ
追
放
し
、
各
寺
院
お
よ
び
本
願
寺
の
本
拠
吉
崎

御
坊
な
ど
を
焼
払
っ
た
。

こ
れ
に
対
応
し
て
元
娘
は
、
近
江
よ
り
美
涙
を
通
り
飛
騨
白
河
郷

・
五
箇
山
赤
尾
谷
に
入
り
、
赤
尾
追
宗

・
高
桑
氏
を
率
い
て
金
沢

の
尾
山
御
坊
に
拠
っ
て
越
前
へ
攻
め
こ
ん
だ
。
し
か
し
敗
れ
て
、
元
尿
は
傷
死
し
た
。
本
願
寺
九
世
実
如
上
人
は
回
地
を
教
景
に
求
め

た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
却
て
、
加
越
能

・
出
羽
の
信
徒
が
越
前
を
通
過
し
て
京
都
入
り
す
る
こ
と
を
遮
断
し
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
真
宗
信
徒
は
加
賀
か
ら
五
箇
山
・
白
川
の
道
を
採
っ
て
山
科
本
願
寺
へ
参
っ
た
の
で
、
沿
道
の
太
美
山
村
刀
利

に
泊
り
小
屋
が
出
来
、
上
平
村
桂
に
は
戸
口
が
多
く
な
っ
て
賑
い
、
西
赤
尾
は
町
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
賑
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
桂
は
、
天
正
八
年
(
-
五
八
0

)

、
金
沢
の
尾
山
御
坊
が
織
田
信
長
の
部
将
柴
田

・
丹
羽

・
佐
久

間
な
ど
の
軍
勢
に
攻
め
ら
れ
て
、
兵
火
に
罹
っ
た
と
き
、
金
沢
の
専
光
寺
な
ど
、
加
賀

・
越
前
の
寺
院

・
信

一
時
は
戸
数
一
―

1
0
0、
人
口
三

0
0
0人
と
な
っ
た
と
さ
え
い
わ
れ
た
。
数
字
的
に
は
確
か
め
ら
れ
な
い

こ
ま

一
向
一
揆
当
時
の
五
箇
山
中
の
庄
川
流
域
動
勢
の
一
酌
を
物
語
る
と
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
上
平
村
小
瀬
の
後
に
あ
る
池
ノ
平
に
も
、
加
賀
・
越
前
の
僧
侶

・
信
徒
が
遁
入
し
て
住
み
、

た
と
い
わ
れ
る
。
以
上
、

ロ
碑
で
あ
る
が
当
時
の
状
勢
を
う
か
が
わ
せ
る
と
思
う
。

元
亀
元
年
(
-
五
七
0

)

、

織
田
信
長
に
対
抗
し
た
。
信

長
は
兵
を
出
し
て
、
大
坂
石
山
に
あ
っ
た
本
願
寺
（
現
在
の
大
阪
城
址
）
を
攻
柴
し
た
。
以
来
、
天
正
八
年

（
一
五
八
0

)

ま
で
、
十
年
間
交
戦
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
、
石
山
合
戦
で
あ
る
。

こ
の
時
、
勝
興
寺
の
佐
計
顕
栄
、
瑞
泉
寺
の
佐
運
顕
秀
ら
が
越
中
の
一
向
宗
徒
を
多
く
率
い
て
防
戦
に
つ
と
め
た
。
五
ヶ
山
地
方
の

門
徒
衆
も
加
勢
し
て
布
戦
し
た
。
し
か
し
、

石
山
合
戦
後
の
本
願

寺
が
ヽ

徒
が
多
く
逃
げ
て
き
て
、

越
中
桂
と
小
瀬
の
池

ノ
平

つ
い
に
敗
れ
て
堂
宇
焼
亡
。
正
親
町
天
皇
の
仲
裁
で
、
顕
如
は
信
長
と
和
睦
し
、
石
山
か

本
願
寺
顕
如
光
佐
は
一
向
一
揆
を
起
こ
し
て
、

一
時
は
集
落
を
成
し
て
い
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を
請
う
た
。
最
勝
は
五
箇
山
の
宗
徒
に
出
援
を
約
し
た
。
し
か
し
、
実
現
を
み
な

~
つ
こ
（
『
平
村
史
下
巻
』
六
六

)0

カ

ナ

0
頁
史
四

0
参
照

と
も
に
、

一
時
、
五
箇
山

へ
避
難
し
た
。
顕
秀
は
し
ば
し
ば
、
上
杉
娯
勝
の
来
援

泉
寺

．
勝
興
寺
を
攻
撃
し
て
焼
払
っ
た
。
瑞
泉
寺
七
世
佐
運
顕
秀
は
弟
の
准
秀
と

寺

．
勝
興
寺

・
善
徳
寺
な
ど
が
門
徒
衆
と
か
た
ら
っ
て
、

下
に
入
っ
た
。

し
か
る
に
、
翌
九
年
の
春
、
信
長
が
「
馬
揃
え
」
を
催
し
て
、
近
畿

・
北
陸
の

諸
大
名
を
召
集
し
た
。
成
政
も
上
洛
し
た
。
そ
の
留
守
に
乗
じ
て
砺
波
郡
の
瑞
泉

一
揆
の
気
勢
を
挙
げ
よ

う
と
し
た
。
よ
っ
て
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
成
政
の
部
将
前
野
小
兵
衛
ら
が
、
瑞

郡
に
進
出
し
て
、
越
中
の
大
半
を
征
服
し
た
の
で
、
砺
波
地
方
も
再
び
武
士
支
配

t

t
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真佐
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成

政

の

宗

圧

迫

て
神
保
長
住
に
協
力
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
両
者
は
新
川

後
、
法
嗣
を
つ
い
だ
が
、
戯
臣
秀
吉
か
ら
隠
退
を
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
巖
長
七
年
（
ニ
ハ

0
二）

康
か
ら
寺
地
の
寄
進
を
う
け
て
、
今
日
の
東
本
願
寺
を
建
立
し
た
。
か
く
て
、
本
願
寺
が
東
西
に
分
派
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
。 そ
の
後
、
同
十
三
年
(
-
五
八
五
）

に
石
山
に
帰
り
、
同
十
九
年
に
京
都
堀
川
に
寺
地
を
与
え
ら
れ
て
、
今
日
の
西
本
願
寺
を
建
立

ぅ
ぺ
な

一
方
、
顕
如
の
長
男
教
如
光
寿
は
、
父
の
和
戦
を
肯
わ
ず
、
な
お
も
信
長
に
対
抗
し
た
。
文
禄
元
年
(
-
五
九
二
）
に
父
の
死

に
京
都
六
条
烏
丸
に
、
徳
川
家

天
正
八
年
(
-
五
八
0

)

九
月
、
織
田
信
長
は
、
上
杉
方
の
攻
勢
に
対
し
て
、
佐
々
成
政
を
越
中
へ
移
し

ら
紀
州
筏
森

・
和
泉
の
貝
塚
に
移
っ
た
。
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を
支
配
す
る
加
賀
藩
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

秀
吉
は
成
政
の
野
望
を
打
ち
く
だ
く
た
め
に
数
万
の
大
軍
を
率
い
て
、
前
田
利
家
と
と
も
に
、
越
中
に
進
軍
し
て
成
政
を
降
伏
さ
せ

た
。
こ
こ
に
お
い
て
秀
吉
は
成
政
に
は
新
川
郡
の
み
を
支
配
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
他
の
三
郡
を
利
家
に
支
え
た
。

二
年
後
、
成
政
は
秀
吉
の
不
信
を
買
っ
て
、
肥
後
国
に
移
封
さ
れ
た
が
、
失
政
の
た
め
に
、
わ
ず
か
一
年
に
し
て
召
遠
さ
れ
て
、
自

刃
を
命
じ
ら
れ
て
滅
び
た
。
か
く
て
、
新
川
郡
は
利
家
に
加
増
さ
れ
て
、
越
中
全
部
が
前
田
家
領
と
な
り
、
加
賀

・
能
登

・
越
中
三
国

田
方
の
能
登
の
末
森
城
を
攻
め
た
が
敗
れ
た
。

加

賀

藩

の

成

立

成
政
は
富
山
城
を
居
城
と
し
て
、
平
野
の
中
央
に
て
勢
威
を
張
っ
た
。
成
政
は
本
能
寺
の
変
後
、
主
家
織

田
氏
の
再
頻
を
志
し
て
、
上
杉
氏
と
前
田
氏
を
制
圧
し
て
北
国
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
。
天
正
十
三
年
に
前

後
、
成
政
は
、
越
中
に
お
け
る
上
杉
勢
を
駆
逐
し
て
、
国
内
を
制
圧
し
た
。

五
ヶ
山
地
方
に
到
り
、
そ
の
勢
力
の
再
起
を
図
っ
た
が
、
翌
年
、
佐
々
勢
は
赤
尾
に
侵
攻
し
て
制
圧
し
た
。

同
年
六
月
、
赤
尾
に
制
札
を
立
て
て
迎
信
し
た
農
民
の
安
堵
を
保
証
し
た
の
で
あ

っ
た
（
息
罰
譴
匹
揺
↓
砂
唸
r

)

。

同
年
四
月
城
端
善
徳
寺
か
ら
こ
の
報
せ
を
聞
い
た
、
上
杉
娯
勝
は
と
り
あ
え
ず
、
南
砺
の
一
向
衆
徒
が
越
中

・
能
登
の
一
揆
衆
と
協

力
し
て
織
田
軍
佐
々
勢
に
抵
抗
す
る
よ
う
に
と
書
面
を
発
し
た
（
蒻
笠
四
嗜
）
。
よ
っ
て
、
瑞
泉

．
勝
興

・
善
徳
の
三
寺
は
、
南
砺
の
一
揆

勢
を
指
揮
し
て
、
頑
強
に
成
政
に
抗
し
た
が
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
景
勝
は
五
ケ
山
の
真
宗
門
徒
に
、
甲
斐
（
山
梨
県
）
の
武
田
勝
頼

と
の
諜
計
が
で
き
た
か
ら
、
支
援
近
き
ゆ
え
、
咽
起
す
る
よ
う
に
促
し
た
（
騨
四
隣
庄
認
5
疇
豆
謡
）
。

そ
の
こ
ろ
教
如
上
人
は
、
飛
騨
白
川
郷
萩
町
を
経
て
利
賀
村
に
到
り
、
さ
ら
に
下
梨
に
来
て
、
同
村
の
来
栖

．
＿―-
明
（
現
在
の
相
倉

・
見
座

・
中
畑
の

三
集
落
）
な
ど
を
拠
点
と
し
て
滞
留
し
た
が
、
成
果
を
得
な
い
で
、
城
端
善
徳
寺
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

教
如
上
人
の
抵
抗

天
正
十
年
(
-
五
八
二
）
四
月
、
本
願
寺
第
十
二
世
光
寿
教
如
上
人
は
、
越
後
の
上
杉
尿
勝
と
結
ん
で
、
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